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カツラは日本と中国の温帯に分布する雌雄異株の落葉高木で，

白亜紀の地層から花粉の化石が出現する古い被子植物である。

日本では，渓畔域や崩壊跡地などの攪乱を伴う立地に自生し，

樹高 30m，幹径 1m以上にもなる。一般にカツラは，多くの萌芽か

らなる巨大な株を形成し，その姿は威厳があり，かつ優美である。

葉身はハート型の愛らしい形をし，秋には黄色く森を彩る。カツラ

の和名は「香出（かづ）」に由来し，落葉はカラメルのような甘い香

りがする。沢沿いを歩いていると，この香りでカツラの存在に気づ

くこともある。 

カツラは，人里近くでは，寺社のご神木として巨木が日本各地

に存在し，街路樹としても利用されている。2008 年の日本全国の

街路樹では，樹種別本数 52,850 本，31 位（1 位はイチョウ，

571,688 本）である 2)。古い記載では，京都市で昭和 11年に街路

樹として利用された記録が残っている 8）。また，アメリカでは，

Katsura tree として知られ，公園木や街路樹として人気がある 1）。 

カツラは春先の 3～5 月頃，開葉の前に開花し，樹冠は赤く色

づく。種子生産量は年により変動するが，毎年結実し 7），また，埋

土種子を形成する 5）。カツラの種子は 2mm ほどの小型の風散布

種子で，実生は双葉の頃は高さ 1cm ほどと極めて小さい。このた

め，リターの堆積した状態では発芽が困難で，主に土壌が露出し

た場所で発芽する。稚樹の生存には明るい光環境を必要とする

が，相対光合成光量子束密度 100%の強い光環境では乾燥のた

めか枯死してしまい，60%ほどでよく生長する 3）。また，カツラは萌

芽力が強く，伐採などに対しては，直径 5cm ほどの幹からも萌芽

を発生させる 4）。  

関東の渓畔林では，カツラはシオジやサワグルミとともに林冠

を構成している。共存種のシオジやサワグルミはほとんど萌芽を

持たず，シオジの樹齢は 300 年ほど，サワグルミは 120 年ほどと

考えられている。これに対してカツラは，萌芽により幹の世代交代

を行い，1個体で数百年以上生存することが予想される 4）。 

新潟県や福島県には，「カツラの巨木のあるところには人が埋

められている」という伝承があり，カツラを埋葬の標木とする習慣

があった 6）。カツラの巨木が墓印だということによって，そのカツラ

の木を守り伝えたことが伺える。カツラの実生が芽生えてから（も

しくは植栽されてから），人間では何世代にもわたりその環境が守

られてきた結果，カツラの巨大な姿を現在の我々が目にしている。

先人たちが現在の我々につなげてきたように，樹木のある景観の

創造や保全には，50 年，100 年先を考え，その空間を次の時代

へと手渡していきたいものである。 
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